
国会議員活動レポート

い
つ
に
な
く
短
い
秋
が
往
き
寒
気
増
す
候
、

い
つ
も
以
上
の
緊
張
感
で
、
年
の
瀬
の
政
に

邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

看
護
連
盟
の
皆
様
に
は
、
新
制
度
に
基
づ

く
感
染
症
医
療
体
制
へ
の
速
や
か
な
移
行
に

ご
尽
力
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
素
変
わ
ら
ぬ
ご
精
励
に
、
深
く
敬
意

い
の
ち
に
寄
り
添
い
、

人
々
の
期
待
に
応
え
る
政
策
の
実
現
に
向
け
て

た
か
が
い
恵
美
子

衆
議
院
議
員

を
表
し
ま
す
。

今
号
は
、
先
の
常
会
か
ら
臨
時
会
召
集
前

ま
で
の
出
来
事
を
掲
載
し
ま
す
。

秋
の
陣
、総
合
経
済
対
策
案
の　

検
討
に
着
手

９
月
、
ま
さ
し
く
い
ま
周
辺
に
は
日
焼
け

し
た
国
会
議
員
等
が
続
々
戻
り
、
地
元
で
培

っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
国
政
へ
反
映
さ
せ
よ
う

と
、
意
気
軒
高
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

自
民
党
政
務
調
査
会
で
は
、
９
月
下
旬
の

総
理
指
示
を
受
け
、
経
済
対
策
に
盛
り
込
む

内
容
を
議
論
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
各
部
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
①
国
民
生
活
の
安
定
確

保
、
②
地
方
の
成
長
支
援
、
③
国
内
へ
の
投

資
促
進
、
④
変
化
へ
の
対
応
、
⑤
地
域
社
会

の
安
全
・
安
心
と
い
う
五
本
柱
を
軸
に
検
討

し
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、
臨
時
会
で
の
補

正
予
算
成
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

幸
齢
社
会
実
現
へ

岸
田
総
理
は
、
認
知
症
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
「
認
知
症
と
向
き
合
う
『
幸

齢
社
会
』
実
現
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

男
女
共
に
平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢
者
世

帯
数
は
急
増
し
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年

を
照
準
に
考
え
れ
ば
、
65
歳
か
ら
の
人
生
を

よ
り
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
環
境
の
醸
成
は
、

次
代
に
向
け
た
大
き
な
政
策
テ
ー
マ
で
す
。

２
０
１
４
年
当
時
の
政
務
官
検
討
会
が
省

庁
横
断
に
よ
る
政
策
群
「
幸
齢
社
会
へ
の
挑

戦
〜
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ラ
チ
ナ
運
動
〜
」
を
提
唱

し
、
２
０
１
５
年
度
予
算
編
成
過
程
で
各
種

事
業
費
を
獲
得
。
２
０
１
６
年
度
予
算
か
ら

本
格
化
し
た
幸
齢
社
会
へ
の
挑
戦
は
、
こ
れ

ま
で
に
各
所
で
着
々
と
成
果
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
新
た
に
顕
在
化

し
た
課
題
へ
の
対
応
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
は

政
府
主
導
の
国
家
戦
略
と
し
て
さ
ら
な
る
深

化
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

い
の
ち
に
寄
り
添
い
、
人
々
の
期
待
に
お

応
え
で
き
る
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
粘
り
強
く
努
力
い
た
し
ま
す（
＊
１
）。

復
興
創
生
の
歩
み
を　
　
　
　
　

着
実
に
進
め
る

福
島
県
沖
で
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
部
に
お
住
い
の
方
々
と
意
見
交

換
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

宮
城
県
石
巻
市
内
の
ふ
る
さ
と
対
話
集
会

で
は
、地
元
の
伊
藤
信
太
郎
衆
議
院
議
員（
現

環
境
大
臣
）
に
同
行
し
ま
し
た
。

水
産
加
工
等
廃
棄
物
の
処
理
、
海
藻
類
の

販
路
と
安
全
性
の
確
保
、
体
育
館
等
公
共
施

設
の
冷
房
設
備
整
備
、
幼
児
教
育
の
質
向
上

と
教
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
、
生
活
に
身
近

な
話
題
か
ら
国
政
へ
の
ご
要
望
を
広
く
頂
戴

し
、
充
実
し
た
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

ヒ
ト
と
地
球
に
優
し
い
政
治

地
域
ぐ
る
み
で
健
康
増
進
に
取
り
組
む
Ｈ

＆
Ｃ
議
連
や
東
京
２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
記
念

さ
く
ら
リ
レ
ー
で
訪
れ
た
三
嶋
大
社
に
続
き
、

今
夏
は
鹿
島
神
宮
、
熊
野
本
宮
大
社
、
速
玉

大
社
、
那
智
大
社
に
て
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
身
の
健
康
と
同
様
に
、
社
会
の
健
康
も

考
え
た
街
づ
く
り
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

未
来
へ
と
希
望
を
つ
な
ぎ
、
次
代
の
幸
せ

を
め
ざ
し
て
、
ご
支
援
く
だ
さ
る
皆
様
と
の

絆
を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
な
る
環
境
保
全
や

文
化
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
30
周
年

我
が
国
は
他
国
に
先
駆
け
て
、
ア
フ
リ
カ

経
済
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
関
係
各
国

と
は
長
い
時
間
を
か
け
、
揺
る
ぎ
な
い
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
止
ま
な
い
中
、
国
際

社
会
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」
が
急
速

に
存
在
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
は
い
ま
、
今
後
数
十
年
間
で
予
測
さ

れ
る
地
球
人
口
の
推
移
と
激
変
す
る
社
会
情

勢
を
見
据
え
な
が
ら
、
新
た
な
ア
フ
リ
カ
経

済
開
発
支
援
の
戦
略
を
描
い
て
い
こ
う
と
し

ふるさと対話集会（宮城県石巻市）
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全国介護事業者連盟島根県支部設立総会

アフリカ開発会議30周年式典

経済対策について議論（政調全体会議）

「女性の健康と社会問題」政策討論会

矢田首相補佐官と女性政策について協議

ウガンダ共和国独立61周年記念レセプション

岸田総理大臣に申し入れ（国際協力調査会）

て
い
ま
す
。

自
民
党
国
際
協
力
調
査
会
で
は
、

２
０
２
５
年
に
横
浜
で
開
催
予
定
の
第
９
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
９
）
か

ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
適
用
す
べ
く
各
国

と
の
協
議
や
現
地
調
査
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

島
根
大
学
に　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
部

地
域
産
業
振
興
に
直
結
す
る
専
門
人
材
育

成
を
進
め
る
趣
旨
か
ら
、
国
立
大
学
で
初
め

て
と
な
る
「
材
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
部
」
が
島

根
大
学
に
開
講
し
ま
し
た
。

保
健
医
療
福
祉
分
野
で
は
か
ね
て
よ
り
、

腰
痛
予
防
や
転
倒
防
止
な
ど
職
員
の
負
担
軽

減
と
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
有
用
な
機
器

類
の
開
発
・
導
入
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
幅
広
く
科
学
技
術
の
進
展
に

関
心
を
持
ち
、
効
果
的
な
医
工
連
携
と
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
か
ね
て
審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
国
際
卓
越
研
究
大
学
」
の
総
括
審
議
で
は
、

東
北
大
学
が
初
の
留
保
付
き
認
定
候
補
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
学
内
組
織
の
改
革
及
び
国

内
外
の
研
究
開
発
拠
点
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
新
た
な
挑
戦
を
し
っ
か
り
後
押
し
い
た
し

ま
す
。

党
勢
拡
大
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
！

年
末
は
、
党
員
登
録
の
確
認
時
期
で
す
。

ご
自
身
の
手
続
き
状
況
等
が
ご
不
明
の
際
は
、

当
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
年
も
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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